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今後の道路行政についての知事意見要旨

１．道路行政全般について改善すべき点

(1)道路特定財源の安定的確保と地方負担の軽減

・一般財源化に際しても、地方の財源の総額を確保

・地方道路整備臨時交付金、地方道路整備臨時貸付金などシーリング枠外

の直入制度を継続

・基幹道路の整備における国費割合を高めた制度の創設などによる地方負

担の軽減

(2)既存高速道路の有効活用と機能強化

・本州四国連絡道路、阪神高速道路等の料金引下げや政策的な料金の設定

による有効活用

・名神湾岸連絡線・大阪湾岸道路西伸部などミッシングリンクの解消によ

る機能強化

(3)「つくる」から「つかう」への重点化

・速効対策による渋滞交差点の解消、予防的な維持修繕などの推進

・計画・建設から維持管理の各段階における参画と協働の推進による「み

んなでつくる」の推進

(4)数値化しにくい整備効果を踏まえた事業評価

・医療、観光、救助・救援活動など、地域固有で数値化しにくい整備効果

を踏まえた総合的な事業評価の実施

(5)頑張る地方を応援する道路整備の推進

・やる気のある地方が道路整備を優先的に実施できるような新たな評価指

標導入や国費の割合を高めた道路整備の推進

(6)都市型集中豪雨時のドライバーへの効率的な情報提供

・異常気象時における道路情報をドライバーへ効率的に提供するシステム

の開発・整備の推進

(7)ローカルルールなど地域の状況に応じた柔軟な道路整備の推進

・地域住民や道路利用者の声を反映し、地域の実情に応じたローカルルー

ルの採用や重点的な事業実施により整備効果が実感できる道路整備の推

進
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２．地域の現状・課題・将来像

(1)阪神・播磨地域

①現状

・松下尼崎プラズマ工場や姫路 IPS-α工場など最先端企業の立地

・次世代スパコン、Spring8 など最先端の研究・科学技術の基盤

・関西国際空港やスーパ中枢港湾阪神港等の国際物流拠点の存在

②課題

・空港・港湾・産業拠点間を結ぶ高速道路ネットワークの寸断や慢性的な

渋滞の発生

③将来像

・ミッシングリンクの解消等による既存道路網の機能強化による多様な機

能・集積を活かした国際競争力の強化

→名神湾岸連絡線、大阪湾岸道路西伸部、播磨臨海地域道路等の整備

(2)但馬地域

①現状

・舞鶴港や境港など北東アジアへの物流拠点の存在や地場産業の発達

・観光振興など多彩な自然環境を活かした地方の魅力創出への取り組み

②課題

・地域内外の交流を支える高速道路網が未整備

③将来像

・道路ネットワークの充実による都市との交流拡大を図り、地域資源を活

かした魅力ある地域の形成

→北近畿豊岡自動車道・鳥取豊岡宮津自動車の整備

(3)淡路地域

①現状

・豊かな水産資源や農業資源、明石海峡大橋など多くの観光資源の存在

②課題

・島内の骨格となる道路整備の遅れや割高な明石海峡大橋の通行料金

③将来像

・「公園島淡路」として観光産業を中心に地域の活性化

→明石海峡大橋の通行料金値下げなど本四道路の利便性向上
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(3)丹波地域

①現状

・ブランド力を持った特色ある地域産業や丹波竜など新たな観光資源の存

在

②課題

・地域の内外の交流を支える道路整備

③将来像

・新たな観光資源や田園風景を活かした地域の振興

→参画と協働による「たんば三街道」（日本風景街道）の整備

３．道路施策の重点事項（代表事例、期待する効果や評価等）

(1)国際競争力強化のための交通サービスの提供

①国際物流基幹ネットワークの形成

②環日本海地域の交流拡大や京阪神都市圏との連携

③自動車専用道路と一般道路の中間的な規格によるコスト縮減

(2)地域活力の向上

①地域の骨格を形成する南北幹線の整備

②都市の骨格を形成する幹線道路の４車線化整備

③市町合併を支援する道路整備

④高速道路料金の引下げ等による高速道路の有効活用

(3)都市交通の快適性、利便性の向上

①多様な事業手法による渋滞対策

②問題踏切の解消

③新名神高速道路宝塚ＳＡ（仮称）の設置

(4)大規模な地震、火災に強い国土づくり等

(5)水害等の災害に強い国土づくり

①災害時の代替路となる高規格道路の整備

②災害に強い道路（エマージェンシーロード）の整備

③安心して通行できる道路づくり

④安全で雪に強い道路整備

⑤道路施設の適切な維持管理
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(6)ハード対策と一体となったソフト対策による被害の軽減

①異常気象時におけるドライバーへの効率的な情報提供システムの構築

(7)総合的な交通安全対策及び危機管理の強化

①協議会方式による参加型の交通安全対策

②地域の生活道路の安全確保

(8)少子・高齢化に対応した子育て環境、バリアフリー社会の形成

①小学校１km 圏内の歩道整備

②既設歩道のリニューアル整備

③公共交通の利便性向上に資する道路整備

(9)良好な生活空間・自然環境の形成

①低騒音（排水性）舗装の実施

②ヒートアイランド対策に資する道路舗装の実施

(10)良好な景観の形成

①まちづくり・地域づくりを支援する道路整備

②無電柱化の推進

③交差点部の無電柱化の集中実施

④多様な主体とともに進める道路景観づくり

(11)地球温暖化の防止

①交通円滑化に資する道路ネットワークの構築

②市街地における自転車走行空間の整備



今後の道路行政についての意見・提案 様式①

①道路行政全般について改善すべき点、要望や提案など 兵庫県

１．道路整備財源の安定的確保と地方負担の軽減

道路特定財源の一般財源化に際しても、納税者である自動車利用者の理解が得られる制度とする必要がある。そのため、不足している地方の道路

整備財源については、少なくとも従来から地方に充てられていた財源の総額を確保するとともに、地方道路整備臨時交付金、地方道路整備臨時貸付

金といったシーリング枠外で地方の道路整備財源として直入される制度の継続を図るべきである。

また、国の産業、経済、文化の発展に大きな役割を果たす基幹道路については、選択と集中によりスピード感を持った重点的な整備を行うととも

に、国費割合を高めた新たな制度の創設などにより地方負担の軽減を図るべきである。

２．既存高速道路の有効活用と機能強化

地方経済の活性化に向けた物流コストの低減や既存高速道路を有効活用する観点から、本州四国連絡道路、阪神高速道路等の料金引き下げや政策

的な料金設定による利用者の理解が得られる料金の実現を図るべきである。

また、ミッシングリンクを解消し既存高速道路の有効活用を図る観点から、名神湾岸連絡線、大阪湾岸道路西伸部の整備などによるネットワーク

としての機能強化を進めるべきである。

３．「つくる」から「つかう」への重点化

国や自治体の厳しい財政状況、老朽化した道路ストックの急増等に対応するため、「つくる」から「つかう」の視点を重視して、速効対策による

渋滞交差点の解消、予防的な維持修繕、歩道のリニューアルなどを推進すべきである。また、計画、建設から維持管理に至る各フェーズにおける参

画と協働を推進し、「みんなでつくる」ことを進めるべきである。

４．数値化しにくい整備効果を踏まえた事業評価

道路整備は広範な政策課題に複合的な効果をもたらすものであり、地域の実情も踏まえ、医師が不足する地方における緊急医療活動や医療機関の

連携、観光や地場産業など地域に根ざした経済活動、大規模災害時の救助・救援活動など、地域固有で数値化しにくい整備効果も踏まえた総合的な

視点を重視した事業評価を行うべきである。

－１－



今後の道路行政についての意見・提案 様式①

①道路行政全般について改善すべき点、要望や提案など 兵庫県

５．頑張る地方を応援する道路整備の推進

やる気のある地方が自立的に発展し多様で美しい国土を形成することを支援するため、地方の魅力創出により国土保全や地域経済に間接効果が期

待できる地域（「頑張る地方」）において、新たな評価指標の導入等により道路整備を優先的に実施できるようにするとともに、補助率嵩上げや新

直轄方式に準じた新たな手法の導入等により国費の割合を高めて道路整備を推進すべきである

（本県の例）

・コウノトリとの共生による観光振興・交流に取り組む地方

・先端産業の企業立地（次世代ディスプレイの「パネルベイ」等）による地域経済の活性化に取り組む地方 等

６．都市型集中豪雨時のドライバーへの効率的な情報提供

道路利用者の安全を確保に向け、近年、発生する都市型集中豪雨によるアンダーパス部の冠水等、異常気象時における道路情報をドライバーへ効

率的に提供するシステムの開発・整備を推進すべきである。

７．ローカルルールなど地域の状況に応じた柔軟な道路整備の推進

地域住民や道路利用者の声を聞きながら、きめ細かな地域の状況に応じたローカルルールの採用やニーズの高い事業の重点的な実施などにより、

県民が整備効果を実感できるような道路整備を進めるべきである。

（例）・ボトルネック踏切の対策に対する鉄道事業者との調整への支援（踏切道改良促進法の運用改善等）

・沿道の状況等に応じて自動車専用道路と一般道路の機能を組み合わせた構造でのバイパス整備

－２－



今後の道路行政についての意見・提案 様式②③

② 地域の現状・課題・将来像 兵庫県

＜阪神・播磨地域＞

①地域の現状

□ 大阪湾ベイエリアの一部として我が国有数の製造拠点群が集積しており、さらに「パネルベイ」と呼ばれるように、最先端技術で我が

国を牽引する松下尼崎プラズマ工場や姫路 IPS-α工場等の立地が進んでいる。

□ 尼崎フェニックス事業用地をはじめ、臨海部には利用可能用地が多く存在しており、更なる企業立地が期待できる。

□ Spring-8 や次世代スーパーコンピューターなど世界最先端の研究・科学技術の基盤が整っている。

□ 関西国際空港やスーパ中枢港湾阪神港等の国際物流拠点をはじめ、大阪国際空港、神戸空港、姫路港など、国内外への陸・海・空の人

流・物流拠点を有する。

②地域の課題

■ 国際競争力確保のため、ジャストインタイムによる物流機能が必要であるが、空港・港湾・産業拠点間を結ぶ高速道路ネットワークの

寸断や渋滞により地域ポテンシャルを活かし切れていない。

■ 特に、神戸市域での東西方向の交通容量不足や国号２号加古川・姫路バイパスの慢性的な渋滞の発生、関西三空港のアクセス機能の不

足など、道路交通の課題が顕著となっている。

③地域の将来像

◇ ミッシングリンクの解消等による既存道路網の機能強化によ

り、まとまった企業用地や優れた技術者、国際空港や港湾機能

などの多様な機能・集積を活かした国際競争力の向上により関

西の発展を支える。

・名神湾岸連絡線

・大阪湾岸道路西伸部

・新名神高速道路

・播磨臨海地域道路

陸・海・空の交通機能強化による

国際競争力の強化

－１－

次世代スーパーＣ

ＩＰＳ

松下プラズマ

Sprig-8

の整備



今後の道路行政についての意見・提案 様式②③

② 地域の現状・課題・将来像 兵庫県

＜但馬地域＞

①地域の現状

□ 北東アジア諸国へのゲートウエイとなる舞鶴港や境港など物流拠点を有し、カバン、水産加工などの地場産業は発達している。

□ コウノトリとの共生による観光振興・交流や日本海沿岸に点在する多彩な自然環境を活かした山陰海岸ジオパーク構想など、地方の魅

力創出に取り組んでいる。

②地域の課題

■ 自動車交通への依存が大きく、人口減少が続いており、市町合併を活かした地域の自立や緊急医療の確保に向け、地域内の交流を促進

と都市部との時間短縮を図る高速道路等の整備が課題となっている。

③地域の将来像

◇ 道路ネットワークの充実による都市との交流拡大を図り、地域資源を活かした魅力あふれる地域を形成する。

・物流拠点や観光資源へのアクセス性向上

・京阪神地域と結ぶ基幹道路の整備

・救急医療機関への搬送時間の短縮

－２－

・北近畿豊岡自動車道・鳥取豊岡自動車道等の整備

（未指定区間の早期調査区間指定等）



今後の道路行政についての意見・提案 様式②③

② 地域の現状・課題・将来像 兵庫県

＜淡路地域＞

①地域の現状

□ 大阪湾や播磨灘に面した美しい海岸、棚田や豊かな緑、美しい河川など海と山とが調和する豊かな自然や温暖な気候条件を活かした水

産資源や農業資源、さらには、明石海峡大橋や国営明石海峡公園など観光資源にも恵まれている。

②地域の課題

■ 割高な明石海峡大橋の通行料金や市町合併後の骨格となる道路整備の遅れにより、地域資源を十分に活かし切れていない。

③地域の将来像

◇ 神戸まで約１時間という都市部との時間距離の短さを活かし、「公園島淡路」として、明石海峡大橋の通行料値下げなど本四道路の利便

性を高めることにより、神戸・阪神地域との交流促進により、観光産業などを中心として地域の活性化を図る。

＜丹波地域＞

①地域の現状

□ 丹波黒大豆や丹波栗などの特産品をはじめ、特徴ある風土のなかで培われたブランド力を持った魅力と特色のある地域産業とともに、

丹波竜など新たな観光資源も有している。

②地域の課題

■ 市町合併に伴い活発化する地域内外の交流を支える道路整備や高齢化に伴うバリアフリー対策などを推進するとともに、新たな観光資

源や田園風景を活かした地域振興に取り組んでいく必要がある。

③地域の将来像

◇ 幹線道路の機能強化により都市部に近接した田舎の良さを活かし、地域内外の連携と交流を促進するとともに、地域資源である田園風

景を活かした「たんば三街道」（日本風景街道）の整備など参画と協働による地域づくりを進める。

－３－
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今後の道路行政についての意見・提案 様式④

③道路施策の重点事項（代表事例、期待する効果や評価等） 兵庫県

○施策の内容

国際空港・スーパー中枢港湾など国際物流拠点相互やそれらと国土軸とを連携する基幹道路網や環日本海地域を

形成する高速道路網の整備

○代表事例

①国際物流基幹ネットワークの形成 資料－１

・名神湾岸連絡線

・大阪湾岸道路西伸部

・新名神高速道路

・播磨臨海地域道路

○期待される効果や評価等

・ 高速道路網の寸断や渋滞の解消により、物流時間を

短縮し、ジャストインタイムの物流体系を構築する

ことにより、地域産業の国際競争力を確保できる。

・ 関西三空港間のアクセス強化などにより、陸・海・

空の交通機能が強化される。

②環日本海地域の交流拡大や京阪神都市圏との連携

資料－２

・北近畿豊岡自動車道

・中国横断自動車道姫路鳥取線

（播磨新宮～山崎間、佐用JCT以北）

・鳥取豊岡宮津自動車道

（未指定区間の早期調査区間指定等）

・ 東アジア交流圏の形成に向けた交通・物流基盤の強

化や環日本海地域と京阪神都市圏との連携・交流の

促進が期待される。

○重点事項

(1)国際競争力の強化

のための交通サービ

スの向上

③自動車専用道路と一般道路の中間的な規格によるコ

スト縮減 資料－３

４車線道路において、センター側２車線を自動車専

用部として、外側２車線を一般部として整備

・ センター側２車線は、自動車専用部として流出入を

規制

・ ウイービングによる一般部との流出入

・ 交差道路部、渡川部、トンネル等は、自動車専用部

のみを整備

・ ２車線を自動車専用部とすることにより、高規格並

のサービス水準を提供できる。

・ 平面構造を基本とし、交差部等構造物を２車線対応

とすることや大規模なインターチェンジ等を設置

しないため、コスト縮減が可能となる。

○その他



- 2 -

今後の道路行政についての意見・提案 様式④

③道路施策の重点事項（代表事例、期待する効果や評価等） 兵庫県

○施策の内容

過疎化・高齢化、市町合併等を踏まえ、社会・産業・観光・文化など地域の個性ある発展や生活交流圏の拡大等

を支援する道路整備

○代表事例

①地域の骨格を形成する南北幹線の整備

資料－４

地域内の連携強化、防災機能向上等を目指して、多

様な主体・手法により整備を推進

・阪神南北道路（尼崎市～三田市）

・東播南北道路（加古川市～小野市）

・揖龍南北道路（姫路市～宍粟市）

○期待される効果や評価等

・ 渋滞の解消や走行時間の短縮などにより、人の移動

や物資輸送の円滑化が図られ、地域間の交流と連携

を促進するとともに、大気汚染などの沿道環境の改

善が期待できる。

○重点事項

(2)地域活力の向上

②都市の骨格を形成する幹線道路の４車線化整備

資料－５

地域産業の活性化を促進し都市の骨格を形成する幹

線道路の４車線化整備を推進

・臨海部の工業地域における国道250号の整備

・阪神淡路大震災からの復興の重点路線である(都)山手

幹線の整備

・ 渋滞緩和と高速道路 IC へのアクセス時間の短縮を

図り、沿道の遊休地の価値を高め、企業進出を促進

することにより、地域経済の活性化等が図られる。

・ 都市の骨格軸が形成され、防災空間として延焼防止

や震災時の通行空間確保が図られる。

○その他
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③市町合併を支援する道路整備 資料－６

合併後の新しいまちづくりを支援するため、旧市町

の中心部を相互に連絡する道路などを重点的に整備

・小中学校の統合に伴うスクールバスの運行支援

県道岩屋生野線（神河町）

・市民会館や公立病院など公共施設の利便性を向上

県道富島久留麻線、（淡路市）

県道豊岡瀬戸線（豊岡市）

・ 市町合併に伴う施設の統廃合などを踏まえた道路

整備により、安全で円滑な移動を支え、合併市町内

の交流を活性化する。

・ 小中学校の統合に伴い新設されたスクールバスの

運行を支援する道路整備により、通学時の安全性が

確保されるとともに、市民会館など公共施設の共同

利用が促進される。

④高速道路料金の引下げ等による高速道路の有効活用

資料－７

割高な明石海峡大橋の通行料金を含む本四道路の料

金抜本見直しや阪神高速道路における利用者の理解が

得られる対距離料金への移行などによる高速道路の有

効活用

・ 本四道路の料金割引社会実験では、①本四道路の交

通量増加、②島内迂回交通の本四道路への転換、③

島内沿道環境の改善などの効果が確認された。

・ 阪神高速湾岸線での政策的料金設定により国道 43
号沿道の環境改善が期待される。



- 4 -

今後の道路行政についての意見・提案 様式④

③道路施策の重点事項（代表事例、期待する効果や評価等） 兵庫県

○施策の内容

日常生活や経済活動に支障を来す慢性的な交通渋滞を解消し、円滑な交通流を確保する道路整備

○代表事例

①多様な事業手法による渋滞対策 資料－８

県内 223 箇所の渋滞交差点を 7 年間（～H20）で半

減させる「渋滞交差点解消プログラム」に基づき、バ

イパス整備、交差点改良等の多様な事業手法により渋

滞対策を実施

○期待される効果や評価等

・ 渋滞交差点 223 箇所の経済損失額は年間約 440 億

円となっているが、同プログラムにより、経済損失

額が約 130 億円削減される見込み（損失額の約

30%）。

・ 対策には、右折車線の設置といった部分的な改良な

ど即効対策を基本としており、低コストでの実施が

可能。コスト縮減とともに短時間で解消を期待。

○重点事項

(3)都市交通の快適性、

利便性の向上

②問題踏切の解消 資料－９

ボトルネック踏切等踏切道を解消し、踏切渋滞や事

故の解消、中心市街地の分断の解消等を目的とした「踏

切すっきりプラン」を策定し、連続立体交差事業等を

実施

なお、事業に対する鉄道事業者の理解が得られない

ことも多く、踏切道改良促進法の運用が強化されるこ

とを望む。

・連続立体交差事業及び関連街路整備

阪神本線鳴尾連立、(都)大日線、(都)船場川線

・ボトルネック踏切など踏切道の解消

(都)長州久々知線、(都)球場前線

・ 踏切事故や渋滞の解消により地域交通の円滑化や

安全性の向上が期待される。特に、連続立体交差事

業は、鉄道により分断されていた市街地の一体化に

より良好なまちづくりが可能となる。

【CS調査事例（JR加古川駅周辺連続立体交差事業）】

・ 連立事業の総合的な満足度：約７割が満足

・ 踏切待ちのいらいら解消：約９割が満足

・ 渋滞の解消：約８割が満足

・ 走行性、安全性の向上：約７割が満足

・ 沿道景観の向上：約７割が満足

○その他
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③新名神高速道路宝塚SA（仮称）の設置 資料－10
ＳＡを標準的な設置間隔とし、高速道路利用者への

サービス水準を向上させ、さらに、地域利用者のアク

セス性を向上させるスマートＩＣの設置を促進

（効果）

・ 高速道路利用者へのサービス水準の向上と地域

利用者の高速道路へのアクセス性の向上が期待

される。
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今後の道路行政についての意見・提案 様式④

③道路施策の重点事項（代表事例、期待する効果や評価等） 兵庫県

○施策の内容

災害時の広域防災拠点や空港・港湾へのアクセスを確保する緊急輸送道路の整備や防災対策の推進

○代表事例

①災害時の代替路となる高規格道路の整備 資料－11
・ 北近畿豊岡自動車道

・ 鳥取豊岡宮津自動車道

（未指定区間の早期調査区間指定）

○期待される効果や評価等

・ 平成16年の台風23号による浸水被害をふまえ、災

害に強い基幹道路を整備することにより、災害時の

代替路を確保し、孤立集落の解消や支援物資の供給

など救助救援活動を支えるほか、平常時においても

救急医療機関までの搬送時間を短縮する「命の道」

となる。

②災害に強い道路（エマージェンシーロード）の整備

阪神・淡路大震災及び平成 16 年の台風 23 号等によ

る被災の教訓をもとに、緊急輸送道路のうち、広域防

災拠点や重要港湾・空港へのアクセスなど特に優先的

に確保すべきルートを対象に、H18～H20 年度に橋梁

耐震補強（24橋）や道路防災工事（23箇所）を整備

・ 住民の避難路を確保するともに、広域防災拠点の整

備とあわせ、救援物資の輸送を容易にするなど、県

民の安全・安心を確保できる。

○重点事項

（４）大規模な地震、

火災に強い国土づく

り等

(5)水害等の災害に強

い国土づくり

③安心して通行できる道路づくり

落石や崩土などの危険箇所について、定期的な防災

点検を行い、要対策箇所 2,121 箇所について緊急輸送

路・バス路線等といった路線の重要性や危険度を考慮

して対策を進める。

・ 地形・地質・気象等非常に厳しい環境にある本県の

道路は、落石や崩土などの危険箇所が多いため、防

災対策による安心して通行できる道路を整備する

ことにより、県民の安心・安全を確保することがで

きる。

○その他
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④安全で雪に強い道路整備

冬期の降雪や路面凍結による交通障害を防止するた

め、消雪パイプ、雪崩予防柵、積雪センサー等の施設

整備を進めるとともに、迅速かつ的確な情報の収集や

提供、除雪及び凍結防止対策を実施する。

・ 積雪寒冷地である県北部では、降雪による交通の麻

痺や積雪による災害を未然に防止することにより、

県民の快適で安全・安心な生活を確保する。

⑤道路施設の適切な維持管理

高度成長期に急速に整備した道路施設の多くが老朽

化し、今後、大量更新時代を迎えることが予測される

ことから、アセットマネジメントの導入による道路施

設の総合的な維持管理を行う。

特に、橋梁については、「橋梁長寿命化修繕計画」を

策定し、予防的な対策により、トータルコストの縮減

や安全確保を図る。

・ 更新投資の集中回避やトータルコストの縮減等に

より適切な維持管理を図り、県民の安全・安心を確

保する。特に橋梁については、橋梁の長寿命化や修

繕・架替のための費用の縮減が期待できる。
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今後の道路行政についての意見・提案 様式④

③道路施策の重点事項（代表事例、期待する効果や評価等） 兵庫県

○施策の内容

身近な生活道路における安全対策等の推進

○重点事項

(6)ハード対策と一体

となったソフト対策

による被害の軽減
○代表事例

①異常気象時におけるドライバーへの効率的な情報提

供システムの構築

・近年、特に発生する都市型集中豪雨によって発生

するアンダーパス部の冠水等、異常気象時におけ

る道路情報をドライバーへ効率的に提供するシ

ステムの開発・普及

○期待される効果や評価等

・ 道路利用者の安全・安心を確保する。

○その他
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今後の道路行政についての意見・提案 様式④

③道路施策の重点事項（代表事例、期待する効果や評価等） 兵庫県

○施策の内容

身近な生活道路における安全対策等の推進

○代表事例

①協議会方式による参加型の交通安全対策 資料－12
・ 町内会、有識者、公安委員会等による協議会で住民

参画のもと対策を検討し、ローカルルールの適用な

ど、きめ細かな対策を実施する。

○期待される効果や評価等

・ 協議会方式による地域住民・公安委員会との合意形

成が図れるため、対策決定後は短時間での対策実施

が可能

・ 西宮市内の事例では、社会実験後のアンケートで、

自転車・歩行者から高い評価を得た。

○重点事項

(7)総合的な交通安全

対策及び危機管理

②地域の生活道路の安全確保 資料－13
・ すれ違い困難箇所の解消や歩道の連続性確保など

身近な生活道路の支障箇所を解消する。

・ 生活道路のすれ違い困難箇所の解消

・ 歩道不連続区間の解消

・ 住民や道路利用者の安全・安心を確保する。

○その他
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今後の道路行政についての意見・提案 様式④

③道路施策の重点事項（代表事例、期待する効果や評価等） 兵庫県

○施策の内容

交通安全対策やユニバーサルデザイン化など誰もが安心して利用できる道路の整備

○代表事例

① 小学校１km圏内の歩道整備 資料－14
安全で安心な歩行空間を確保するため、事故多発区

間や通学路等において歩道整備を進めており、特に小

学校１km圏内の歩道整備を重点的に実施する。

○期待される効果や評価等

・ 安全な快適な通学路が確保できる。

・ 小学校1km圏内は地区の中心地であることが多く、

小学生以外の歩行者にも安全で快適な道路空間を

確保できる。

・ 限られた予算の中で、効率的な投資効果を期待でき

る。

② 既設歩道のリニューアル整備 資料－15
誰もが安心して利用できる歩行空間を整備するた

め、福祉のまちづくり重点地区やバリアフリー新法の

重点整備地区を中心に既存歩道のセミフラット化（波

打ち歩道の解消）や横断歩道部の段差解消等によるバ

リアフリー化を実施する。

・駅や福祉施設等を連絡する連続したバリアフリー歩

道が整備され、高齢者や身体障害者の外出支援など

につながる。

○重点事項

(8)少子・高齢化に対応

した子育て環境、バリ

アフリー社会の形成

③公共交通の利便性向上に資する道路整備 資料－16
都市近郊地域における鉄道駅へのアクセス道路や駅

前広場の整備など公共交通の利便性を高める道路整備

を実施する。

・ 鉄道アクセス道路整備

・ バス路線整備

・ 交通結節点整備：宝塚駅前線、本竜野富永線

・ 高齢化社会における公共交通機関の利用促進を図

るとともに、駅周辺道路の快適な歩行者空間を確保

することにより地域の活性化や賑わいが創出され

る。

○その他
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今後の道路行政についての意見・提案 様式④

③道路施策の重点事項（代表事例、期待する効果や評価等） 兵庫県

○施策の内容

快適な道路空間を創造するため、幹線道路沿道の騒音対策など道路環境の改善を進める

①低騒音（排水性）舗装の実施

沿道環境の改善や走行性の向上を図るため、低騒音

（排水性）舗装を実施する。

・騒音の影響が著しい人家連担部等において、騒音の

低減とともに降雨時の安全な走行・水はね防止が期

待できる。

○重点事項

(9)良好な生活空間・自

然環境の形成

②ヒートアイランド対策に資する道路舗装の実施

路面温度の上昇抑制に効果のある遮熱性舗装や保水

性舗装について、「ヒートアイランド対策に資する道路

舗装の設計・施工要領（案）」を策定し、本格施工を実

施している。

・ 都市中心部におけるヒートアイランド現象等によ

る夏場の高温対策として路面温度の上昇抑制効果

が期待できる。

○その他
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今後の道路行政についての意見・提案 様式④

③道路施策の重点事項（代表事例、期待する効果や評価等） 兵庫県

○施策の内容

快適で美しい道路空間を創造するため、美しい自然や地域の特徴ある景観に配慮した道路の整備を進める

○代表事例

①まちづくり・地域づくりを支援する道路整備

資料－17
「歴史」「居住環境」などテーマを持った特色あるま

ちづくりを支援するため、良好な沿道景観や質の高い

道路空間を形成する。

歴史的地区環境整備街路事業〔姫路城周辺地区〕

○期待される効果や評価等

・歴史的な建造物や伝統的な文化が残る地区への集中

交通・通過交通を適正に誘導し、歴史的な地区内の

道路を整備するなど、特色あるまちづくりに資する。

②無電柱化の推進 資料－18
これまで推進してきた駅、官公庁周辺、まちなかの

幹線道路に加え、歴史的街並みや自然景観を保全する

地区、新しいまちづくり地区などにおいて面的な無電

柱化を実施する。

・ 無電柱化により、災害に強いまちづくりが進むとと

もに、良好な景観が形成され、歴史的な街並みを活

かしたまちづくりなど、地域の活性化が期待でき

る。

○重点事項

(10)良好な景観の形成

③交差点部の無電柱化の集中実施 資料－19
・ ドライバーや歩行者の目につきやすい交差点部周

辺において、乱立する電柱や乱横断する電線を除却

するなど無電柱化を重点的に実施

・ 集中的な実施により安価で効果的な景観整備がで

きる。

・ 交差点部の視距確保や横断車両による電線切断の

防止などにより、交差点部の安全性向上も期待でき

る。

○その他
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④ 多様な主体とともに進める道路景観づくり

資料－20
地域固有の自然や歴史、文化、風景など地域資源を

生かした道路や沿道空間の整備をまちづくり活動団体

やNPOとともに実施

・たんば三街道、但馬漁火ライン（日本風景街道）

・ 地域の一体感の醸成や来訪者を増加させることに

よる地域おこしが図られる。
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今後の道路行政についての意見・提案 様式④

③道路施策の重点事項（代表事例、期待する効果や評価等） 兵庫県

○施策の内容

道路ネットワークの構築により自動車走行性の改善による自動車排出ガスの削減や新技術を導入した舗装など

によるヒートアイランド対策、自転車道の整備による都市部の交通手段の多様化の促進などにより、地球温暖化

の防止を図る

○代表事例

① 交通円滑化に資する道路ネットワークの構築

バイパス整備や道路拡幅に限らず、多様な手法を用

いて、渋滞の解消や移動時間の短縮を図り、交通円滑

化に資する道路ネットワークを構築する。

○期待される効果や評価等

・ 交通円滑化により、走行速度の向上や移動時間の短

縮が図られCO2の排出削減を期待できる。

○重点事項

(11)地球温暖化の防止

②市街地における自転車走行空間の整備 資料－21
駅周辺や橋梁部など自転車交通が集中する箇所を中

心に、歩行者や自転車利用者の安全を確保するため、

自転車歩行者道に自転車通行部分を明示するなどの自

転車走行空間の整備を推進する。

・ 自動車から自転車への転換などにより、CO2の排出

削減を期待できる。

○その他



次世代スーパーＣ

ＩＰＳ

国際物流基幹ネットワークの形成資料１ 兵庫県

＜阪神・播磨地域の将来像＞ → 「多様な集積を活かした国際競争力強化」
■大阪湾ベイエリアから播磨地域に至るエリアでは、
・関西国際空港、阪神港等の国際物流拠点
・Spring-8や次世代スーパーコンピューターなど世界最先端の研究拠点群
・松下尼崎プラズマ工場や姫路IPS-α工場等のわが国有数の製造拠点群
など多様な集積を活かした国際競争力の強化が期待される
→高速道路ネットワークの寸断などにより、地域ポテンシャルを活かし切れていない

①大阪湾岸道路など
ミッシングリンクの解消

②国土軸へのアクセス性の向上
③国道２号姫路・加古川BPの渋滞緩和

関西の発展を支える
広域的な連携強化

松下プラズマ

L=4km

Sprig-8

［国際物流基幹ネットワークの形成］

・名神湾岸連絡線
・大阪湾岸道路西伸部
・新名神高速道路
・播磨臨海地域道路
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環日本海地域の交流拡大や京阪神都市圏との連携資料２ 兵庫県

①物流拠点や観光資源へのアクセス性向上
②京阪神地域と結ぶ基幹道路の整備

［環日本海や都市部との交流を
拡大する基幹ネットワークの形成］
・鳥取豊岡宮津自動車道
（未指定区間の早期調査区間指定）
・北近畿豊岡自動車道

道路ネットワークの充実と
都市との交流拡大

＜但馬地域の将来像＞ → 「地域資源を活かした魅力あふれる地域の形成」
■兵庫県但馬地域及びその周辺地域においては、
・北東アジア諸国へのゲートウエイとなる舞鶴港や境港など物流拠点
・日本海沿岸に点在する多彩な自然環境や観光資源を有しているが、自動車交通への依存が大きいエリアであり、
人口減少社会における地域の自立や医療体制の確保に向け、高速道路空白地帯の解消などが不可欠。
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本線(4車) 側道

歩道

側道

歩道

W=18.25m
W=18.25m

自専部

(2車)

一般部

歩道 歩道

一般部

構造
変更

■構 造： 高架＋測道

■車線数： 4車線
■フルアクセスコントロール

●構 造： 平面構造を基本

●車線数： 自専部（２車線）＋一般部（２車線）

●自専部は、アクセスコントロール

１ ガードレール等により自専部と一般部を分離

２ 概ね地域高規格道路並のサービス水準を確保

３ 必要用地幅や構造物を縮小

■高架構造の場合→ ＩＣ構造 ●現道改築の場合：ウィービング長の確保

〈利点〉・ＯＮとＯＦＦが完全分離

〈欠点〉・コスト高

・加速車線が短い場合は、

合流が困難

〈利点〉・コスト安

・施設改良が容易［必要に応じて追加可能］

〈欠点〉・ＯＮとＯＦＦが輻輳する

▲加古川BPでの
ウィービングの事例

▲ダイヤモンド型

一般的な

高架構造による自動車専用道路

■平面４車線のうち、センター側２車線をアクセスコントロールの自動車専用道路部

■交差点では、センター側２車線のみ立体化

■流出入は、ウイービング処理

本線への合流方式 本線への合流方式

自動車専用道路と一般道路の中間的な規格によるコスト縮減
（地域高規格道路並みのサービス水準を低コストで実現する道路構造の提案）

資料３ 兵庫県

ウィービング長

ＯＦＦＯＮ

本
線

側
道

コスト縮減と工期短縮！

＊既存の４車線道路を使うことも可能！
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地域の骨格を形成する南北幹線の整備資料４ 兵庫県

東西の国土軸間を結び、地域の骨格となる幹線道路を地域高規格道路、一般国道、県道、街路など多様な主体・手法に
より整備

■渋滞の解消や走行時間の短縮により、人・物資等の移動を円滑化

■地域間の交流と連携を促進・強化

■大気汚染等の沿道環境の改善

期待される効果

■揖龍南北道路

◆箇所：姫路市～宍粟市

◆延長： Ｌ=約27km

◆整備手法

兵庫県、市町（たつの市、太子町

等）の協働により整備

豊岡

神戸

洲本

姫路

揖龍
南北道路

◆箇所： 加古川市～小野市

◆延長： Ｌ=約15km

◆整備手法

［地高］東播磨南北道路

［街路事業］(都)尾上小野線

［市道事業］加古川中部幹線（側道）

側
道
事
業
区
L=
3.3
km

（市
道
2.6
km
，県
道
0.7
km
）

（仮称）県立加古川病院ﾗﾝﾌﾟ

神野ﾗﾝﾌﾟ
加古川中央JCT

八幡南IC

八幡北ﾗﾝﾌﾟ

２期
事
業
区
間

L=
2.5
km

１期
事
業
区
間

L=
5.2
km

小野市

三木市

稲美町

加古川市

東
播
磨
南
北
道
路
L=
12
.5k
m

加古川市役所

（仮称）県立
加古川病院

稲美町役場

加古川ﾗﾝﾌﾟ

加古川東ﾗﾝﾌﾟ

整
備
区
間
指
定
：平
成
10
年
12
月

将
来
計
画

L=
約
5.0
km

調
査
区
間
指
定
：平
成
13
年
12
月

側
道
事
業
区
L=
3.3
km

（市
道
2.6
km
，県
道
0.7
km
）

（仮称）県立加古川病院ﾗﾝﾌﾟ

神野ﾗﾝﾌﾟ
加古川中央JCT

八幡南IC

八幡北ﾗﾝﾌﾟ

２期
事
業
区
間

L=
2.5
km

１期
事
業
区
間

L=
5.2
km

小野市

三木市

稲美町

加古川市

東
播
磨
南
北
道
路
L=
12
.5k
m

加古川市役所

（仮称）県立
加古川病院

稲美町役場

加古川ﾗﾝﾌﾟ

加古川東ﾗﾝﾌﾟ

整
備
区
間
指
定
：平
成
10
年
12
月

将
来
計
画

L=
約
5.0
km

調
査
区
間
指
定
：平
成
13
年
12
月

■東播南北道路

豊岡

神戸

洲本

姫路

東播
南北道路

■阪神南北道路

◆箇所： 尼崎市～三田市

◆延長： Ｌ=約46km

◆整備手法

［街路事業］ (都)尼崎宝塚線

［国道事業］ 国道176号

［県道事業］ (主)三田西ＩＣ線

［交差点改良］国道176号

豊岡

神戸

洲本

姫路

阪神
南北道路

芦屋市

尼崎市

西宮市

伊丹市

川西市

猪名川町

宝塚市

神戸市

三田西IC

神戸三田IC

西宮北IC

宝塚IC

中国自動車道

（
主

)

尼
崎
池
田
線

（
主
)川
西
篠
山
線

国
道
1
7
3
号

阪神高速道路
北神戸線

名神高速道路

阪神高速道路
湾岸線 阪神高速道路

神戸線

国道２号

国道43号

国道171号

三田市

尼崎臨海西部
土地区画整理事業

国道477号

大阪市

神戸三田
国際公園都市

西宮名塩
ﾆｭｰタウン

大阪府

山陽自動車道

(

都)

尼
崎
宝
塚
線

国道176号

(主)三田西IC線
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整備前

整備後

（ＪＲ福知山線交差箇所（ＪＲ福知山線交差箇所 川西市小花付近）川西市小花付近）

【渋滞の解消による交通の円滑化】

［(都)尼崎港川西線外３線の全線供用による効果］
■４車線化による交通の円滑化により、沿道商業施設の立地が進み、雇用の場等を提供
■沿道に５階以上の建築物の建築が進み、土地利用が高度化
■都市の骨格軸が形成され、防災空間として、延焼防止や震災時の通行空間を確保

都市の骨格を形成する幹線道路の４車線化整備資料５ 兵庫県

道路拡幅され、
円滑な交通を
確保！

－阪神・淡路大震災での事例－
道路幅員と建物倒壊に伴う通行可能性調査結果によると、幅員８ｍ以上の道路はほぼ１００％車両通

行可能であった。このことから、倒壊等を考慮した車両通行に必要な幅員（消防活動等に必要な幅員＋
落下等により閉塞される幅員）は８ｍ程度と推定される。この結果からも避難路として１５ｍ以上の幅
員が必要であると言える。 -5-



旧中学校

統合中学校

県道岩屋生野線
（神崎郡神河町岩屋）

統合
前（自

転車
）

統合
後（ｽ

ｸｰﾙ
ﾊﾞｽ）

播

但

連

絡

道

路

県
道
岩
屋
生
野
線

県道
加美
宍粟
線

合併支援道路の整備により新たに走るｽｸｰﾙﾊﾞｽの
所要時間を短縮し、安全性を確保。

県
道
加
美
宍
粟
線

越知地区

L=1.4km
W=5.5(9.25)m

■新市町の中心部と旧市町の中心部を連絡するなど、総延長２００ｋｍの道路整備の推進により市町合併後の新
たなまちづくりを支援

現 況

市町合併を支援する道路整備資料６ 兵庫県

ａ．新市町中心部と旧市町中心部を連絡する道路
ｂ．旧市町を相互に連絡する道路
ｃ．公共施設の共同利用に資する道路
ｄ．地域の骨格をなす道路

対象箇所

平成11年3月31日
２１市７０町

平成の大合併により、91市町が41市町へ！

平成18年3月31日
２９市１２町

合併後の新たなまちづくりや市民生活を支援

岩屋地区

■市町合併により、新市中心部と旧市町中心部の
連絡や公共施設の共同利用等が課題
■新たな市内の骨格となる道路には多くの未改良区
間が存在し、合併後の新たなまちづくりのネック

支障箇所の解消

合併支援道路整備

県道富島久留麻線
（淡路市久留麻）

旧北淡町

市民会館
（しづかホール）

淡路市中心部

県
道
富
島久

留
麻
線

神

戸

淡

路

鳴

門

自

動

車

道
合併支援道路の整備により市役所、市民会館等の公共施
設の共同利用を促進。

L=1.6km W=6.0(10.0)m

合併支援道路整備

市役所
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一般道計測地点：
R28・淡路市久留麻

本四道路

転換

882

769

650

700

750

800

850

900

950

1,000

実験前 実験中

（台/４時間）

明石海峡大橋明石海峡大橋 断面交通量（大型車）断面交通量（大型車）

15%増加

【料金比較・大型車（円／台・片道）】
割引前料金 ETC料金 社会実験料金

神戸西 ～ 鳴門 9,000 8,505 6,300
神戸西 ～ 淡路
西淡三原 ～ 鳴門

6,567 －6,950

700

432

250

350

450

550

650

750

実験前 実験中

（台/４時間）

一般道から
本四道路に転換

一般道から
本四道路に転換

本四間直通交通本四間直通交通※※22 （大型車）（大型車）

58

156

50

100

150

200

実験前 実験中

（台/４時間）

本州⇔四国

62%増加

淡路島内一般道走行

63%減少

0

20

40

60

80

100

120

140

160

21-22 22-23 23-0 0-1 1-2 2-3 3-4 4-5 5-6 6-7

割引時間帯
実験前
実験中①
実験中②

割引時間帯（0-4時）に大きく減少

交
通
量

（
台
／
時
間

）

（時）

本四道路の料金割引社会実験により
①割引時間帯(０－４時)において交通量が１５％増加
②淡路島内において一般道に迂回する交通が割引時間帯で約６０％減少 し、一般道から本四道路へ転換
③夜間交通量（大型車）の減少に伴い騒音値は要請限度を下回るなど、沿道環境が改善

交通量が増加

島内迂回交通が転換

島内沿道環境が改善

高速道路料金の引下げ等による高速道路の有効活用
【本四道路の料金割引社会実験により迂回交通が削減・一般道の沿道環境が改善！】

資料７ 兵庫県
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多様な事業手法による渋滞対策資料８ 兵庫県

兵庫県 渋滞交差点解消プログラム

～～『『つくるつくる』』からから『『つかうつかう』』へ～へ～

■ 期 間：H14～H20

■ 箇 所：223箇所の渋滞交差点 ⇒ 半減（111所）

・右折車線の新設

・右折車線の延伸

■ 右折車線等の設置

即効対策

・道路の幅員

を広げる

■ 道路の拡幅

交差点部を優先

・交差点形状の整形

・歩道の設置

・偶切り部の改良

■ 交差点の再整備

即効対策

・交通マナーの向上

⇒ 路上駐車の追放

・信号現示の改善

・TDM(交通需要マネジメント)

■ その他

連携・協働

渋滞箇所の半減
223箇所 ⇒ 111箇所（半減）

渋滞損失額の削減
約440億円 ⇒ 約296億円（約33％減）

効

果

■多様な事業手法

〈手 法〉右折車線等の設置、交差点改良、バイパス整備 等

◆即効対策 ⇒ 短時間で解消 ⇒ コスト縮減

◆プログラムを公表

⇒ 一般住民への周知 ⇒ 効率的・効果的な取組み

◆地元市町との連携・協働（渋滞対策推進協議会等）による取組みを展開

-8-



ＪＲ加古川駅

Ⅰ．加古川市中心部の交通状況の改善状況 H14 → H19

① 自動車交通量 ４７，０１８台 → ５５，６０７台（１８％増）

② 渋滞長の減少 １，４８０ｍ → ７１０ｍ （５２％減）

③ 走行速度の向上 １２．８ｋｍ/ｈ → １９．３ｋｍ/ｈ（５０％増）

④ 南北歩行者交通の増加 ２，５２３人 → ３，８３２人 （５２％増）

Ⅱ．道路利用者のアンケート結果

渋滞が減少し、道路の走行性や安全性が向上したとの意見が多い（約７割が満足）

連続立体交差事業及び関連街路事業の整備［JR加古川連立の効果］

問題踏切の解消
［連続立体交差事業等による踏切除却の推進］

資料９ 兵庫県

■ボトルネック踏切など問題踏切を除却することにより、踏切事故や踏切遮断による渋滞を解消
■交通障害のない道路ネットワークを形成し、地域全体の円滑な交通の実現と良好なまちづくりを促進
■市街中心部の交通状況の改善により、面整備事業などのまちづくりを支援

連立事業による踏切に
よる交通障害の解消

街路整備による幹線街
路ネットワークの整備

中心市街地の交通状況
の改善

＋

４車道路の整備

加古川別府港線
平野神野線

２車線道路の整備

加古川左岸線
河原間形線

整備前

整備後

■■遮断時間：遮断時間：2323分分／時間（／時間（4.74.7時間／日）時間／日）→→00分分

■■地点地点AA～～BBの所要時間（経由：球場前踏切）の所要時間（経由：球場前踏切）

：： 4.14.1分分→→1.11.1分（約分（約1/41/4））

問題踏切の除却［(都)球場前線（西宮市）の整備］

道路利用者の多くが連続立体交差事業の整備効果を実感道路利用者の多くが連続立体交差事業の整備効果を実感

JR加古川駅

JR山陽本線

AA

BB
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宝塚SA・スマートICの整備により

●サービスエリアの設置 ⇒ 高速道路利用者へのサービス水準の向上（SA間隔 約50km）

●スマートＩＣの設置 ⇒ 地域利用者へのアクセス性の向上（IC間隔 約10km）

猪名川町

宝塚市

川西市神戸市

兵庫県

大阪府
神戸北IC

神戸三田IC

西宮山口JCT

西宮名塩SA

池田IC国道176号

国道173号

宝塚IC

(5.4km)

(4.8km)

(4.1km)

(6.7km)

西宮北IC

中国自動車道

山
陽
自
動
車
道

川西IC

神戸JCT

新名神高速道路 兵庫県域 L=21km

神戸三田IC(中国道)～川西IC L=22.0km

神戸北IC(山陽道)～川西IC L=19.5km

宝塚SA・ｽﾏｰﾄIC
（設置要望中）

【新名神高速道路の現計画】
※ 宝塚SAなし

○IC間隔 約20km
・神戸三田IC(中国)～川西IC(新名神) L=22.0km
・神戸北IC(山陽)～川西IC(新名神) L=19.5km

○SA間隔 約100km
・加西SA(中国)～大津SA(名神) L=116km
・三木SA(山陽)～大津SA(名神) L=98km

【全国の高速道路の状況】

○IC間隔 約10km
欧米諸国のIC間隔約4～5kmと比べても約2倍も長い

○SA間隔 約50km
（ｻｰﾋﾞｽｴﾘｱ相互の標準間隔／NEXCO設計要領）

新名神高速道路宝塚ＳＡ（仮称）の設置
（高速道路利用者の利便性向上等のため、国等に設置要望中）

資料１０ 兵庫県

-10-



災害時の代替路となる高規格道路の整備
［北近畿豊岡自動車・鳥取豊岡宮津自動車道］

資料１１ 兵庫県

出典：豊岡河川国道事務所

●H16年の台風23号により、豊岡市への幹線道路は通行止。救急活動、緊急援助物資の輸送、生鮮食料品の輸送が困
難となった(国道312号は10年間で9回も冠水による通行止めが発生)。

食料品など生活必需品
が不足し生活危機に！

幹線道路は
全て通行止！

◆台風２３号による被災状況
但馬北部地域の孤立

（仮）豊岡南IC

山陰道 鳥取豊岡宮津自動車道

鳥
取

豊
岡

宮
津

複数のルートで災害時の緊急対応が可能！

平成16年10月豊岡市大水害

H16.11.19神戸新聞

：台風23号での浸水区域

-11-



■再開発や橋梁架替により、地域内の県道における通過交通の増加を地域が懸念

対策②
バス待ちスペースの拡幅

対策③
カーブ中の急勾配区間のカラー舗装

対策①
センターラインを消去し、車道幅を縮小

阪急西宮スタジアム跡地

（再開発中）

阪急西宮北口駅

上武庫橋

県道西宮豊中線（対策延長 L=1.1km）

■７町内会・学識者・公安委員会・道路管理者による協議会により対策を検討
・平成19年3月から12月に10回の協議会・ワーキングや社会実験・住民アンケートを実施
→◎対策内容や住民アンケートを協議会に参加した住民代表が提案（住民主導の合意形成）
◎地域住民の合意による対策であり、ローカルルールの適用に公安委員会も同意

・H20年度の阪急SCや上武庫橋架替により、約９千台/日の交通量が増加見込み

協議会方式による参加型の交通安全対策
［ローカルルールの適用により既存の道路空間を有効活用：県道西宮豊中線］

資料１２ 兵庫県

【社会実験後のアンケート結果】 → 対策の実施を決定
□自動車運転者の評価が低く、自転車・歩行者の評価が高い
□乗降・待ちやすいなど３割が高く評価
□バス停拡幅には、約６割が高い評価
□路面表示に近づくに連れて、減速行動・注意走行をする割合が高くなる
□路面表示は、８割が評価し、減速行動は約５割が評価

協議会による調査・検討会の実施

急勾配部に滑り止めカラー舗装

対策③対策③

②バス停部の拡幅

対策②対策②

対策前対策前

路肩1mにバス待ちスペース

バス待ちスペース ２ｍを確保

車道部 ６m （ｾﾝﾀｰﾗｲﾝあり）

対策前対策前

対策①対策①歩道1.5m確保

車道部 5m （ｾﾝﾀｰﾗｲﾝなし）
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地域の生活道路の安全確保資料１３ 兵庫県

■すれ違い困難箇所・歩道の不連続など身近な生活道路における支障箇所の解消

-13-

☆歩道の不連続区間の整備

県道三田後川上線
（三田市）

☆すれ違い困難箇所の整備

県道周世尾崎線
（赤穂市）

すれ違い困難箇所の整備効果事例（県道周世尾崎線）



▼ 県道姫路新宮線（たつの市）

小学校１km圏内の歩道整備資料１４ 兵庫県

■地域コミュニティの中心である小学校1km圏内の歩道整備を重点的に実施し、通学路の安全性を確保す
るとともに、高齢者を含めた地域の多様な道路利用者に安全で快適な道路空間を提供

整備ｲﾒｰｼﾞ整備ｲﾒｰｼﾞ

▼（都）浜坂駅港湾線（新温泉町）

整備前整備前

利用状況利用状況

利用状況利用状況

▼ R179号（たつの市）
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福祉のまちづくり重点地区やバリアフリー新法の
重点整備地区等を中心に整備

■マウントアップ歩道の波打ち解消

■視覚障害者用ブロックの設置

■歩道の段差解消

■高齢者・障害者による社会活動の機会が増大→公共施設のバリアフリー化のニーズの高まり

■既存歩道のセミフラット化（波打ち歩道の解消）や横断歩道部の段差解消を推進

▼マウントアップ歩道の波打ち解消

▼ 視覚障害者用ブロックの設置・歩道の段差解消

既設歩道において、段差等に着目した
総点検を実施し、問題箇所を把握

既設歩道のリニューアル整備資料１５ 兵庫県

整備前整備前

整備後整備後

整備前整備前

整備後整備後
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■地域の拠点となる鉄道駅などへのアクセス道路や駅前広場などの整備により公共交通の利便性を向上

■駅周辺の快適な歩行者空間の確保により地域の活性化やにぎわいを創出

整備後整備後

整備前整備前

鉄道駅へのアクセス道路の整備
【ＪＲ江原駅の（都）駅前線（豊岡市）】

駅前広場の整備
【山陽明石駅前広場（明石市）】

公共交通の利便性向上に資する道路整備資料１６ 兵庫県
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国宝姫路城国宝姫路城

卍
卍

卍
卍

卍
卍
卍
卍

淳心学院

国立
姫路病院

姫路東高

野里小

大
手
前

通

国 道 ２ 号

姫路城
景福寺公園

播

但

線
公
公

賢明
女子学院

り

男山配水池公園

城
南
線

県
道
砥
堀
本
町
線

国
道
372
号

里
ノ
コ
ギ
リ
横
丁

野

城西ノコギリ横丁

１

２

３

姫路城

整 備 済 路 線
次 期 整 備 路 線

① 北 部 中 濠 線
② 東 部 中 濠 線
③ 寺 町 線

凡 例

整備前

整備後

①①北部中濠線北部中濠線

③③寺町線寺町線

歴史的な町並みと調和した道路整備をめざして～城と歩むみちづくり～

道路整備と合わせて、塀の塗り替えが進
むなど、地元住民の景観に対する意識が
高まっている。

散策利用者は事業実施前より

増えている

②②東部中濠線東部中濠線

②②東部中濠線東部中濠線

歴史的な建造物や伝統的な文化が残る地
区への集中交通・通過交通を適正に誘導
し歴史的な地区内道路を整備するなど、
特色あるまちづくりを支援する。

まちづくり・地域づくりを支援する道路整備
［世界文化遺産姫路城周辺］

資料１７ 兵庫県
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①駅や公共施設周辺等快適空間の確保

▲南芦屋浜地区（芦屋市）▲ 土地区画整理事業地区内の道路

（阪急西宮北口駅周辺地区（西宮市））

整備前整備前 整備後整備後

▲（都）阪急駅前線（伊丹市）

②歴史的景観の保全

■安全で快適な歩行区間の確保、優れた景観の保全と形成、防災機能の強化等を目的に、無電柱化を推進

無電柱化の推進資料１８ 兵庫県

▲（都）今津西線 （西宮市） ▲（都）赤穂駅前大石神社線（赤穂市）

③新たなまちづくりと併せた良好な都市景観形成
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交差点部の無電柱化の集中実施資料１９ 兵庫県

■交差点部はドライバーや歩行者の目につきやすい □無電柱化の集中実施

［交差点を横断する電線類］

交差点部周辺の電線類を地中化

・集中的な実施により低コストで高い効果

・交差点部の安全性向上も期待できる

イメージ
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多様な主体とともに進める道路景観づくり資料２０ 兵庫県

地域固有の自然や歴史、文化、風景

など地域資源を生かした道路や沿道

空間の整備をまちづくり活動団体や

ＮＰＯとともに実施

日本風景街道
平成19年11月14日 登録
県内では２箇所
①「たんば三街道」
②「但馬漁火ライン」

■地域の一体感の醸成

■来訪者の増加による

地域の活性化

① たんば三街道

■地域の活動推進体制

たんば道えにし
・（財）兵庫丹波の森協会
・NPO法人たんばぐみ
・美たんばネット
・丹波恐竜の里風景街道を楽しむ会
・行政団体 2団体

・水分かれ街道(R175)、丹波の森街道(R176等)、
デカンショ街道(R372)、県道篠山山南線を中心
とする地域。

・住民と行政が連携し、たんばの美しさを生か
す道づくりに関する｢たんば道路景観ガイド
ライン」を平成16年に策定。

■活動エリアと地域資源

◆地域の活動推進体制

但馬山陰海岸魅力あふれる道づくり
・豊岡市推進協議会
・香美町推進協議会
・新温泉町推進協議会
・行政団体 5団体

・R178号および山陰海岸国立公園沿いを走る県道香美久美浜線などを中心とする地域。
・山陰海岸国立公園内には、洞門・洞窟・奇岩、貴重な地質資源、また、海水浴場や夕日百選の名所など数多くのすばらしい海岸風景を連ねている。
・現在、自然豊かな地域の美しさを保ち、但馬を行き交う来訪者にみちゆきを楽しんでもらえる道路景観整備や、地域イベントを進めている。

◆活動エリアと地域資源

② 但馬漁火ライン

打ち水大作戦

漁火

野草の道景色づくり

丹波の森街道
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歩行者および自転車利用者の安全を確保するため、自転車レーンの設置や、自転車歩行車道
に自転車通行部分を明示するなどの自転車走行空間の整備を推進

2.0 1.0 1.5 3.0 3.0 1.5 1.0 2.0

15.0

0.5 0.54.0 4.0

2.0 1.0 1.5 3.0 3.0 1.5 1.0 2.0

15.0

カラー舗装による分離

○ 自転車レーン整備イメージ

市街地における自転車走行空間の整備資料２１ 兵庫県
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